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議
員

大
地
震
の
被
害
を
最
小

限
に
と
ど
め
、
震
災
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
、
最

も
重
要
な
こ
と
は
建
物
の
耐
震

で
あ
る
。
本
市
で
は
昨
年
４
月

か
ら
耐
震
診
断
補
助
制
度
が
ス

タ
ー
ト
し
た
が
、
今
日
ま
で
の

利
用
が
わ
ず
か
１
件
で
あ
る
。

せ
っ
か
く
つ
く
っ
た
制
度
が
十

分
生
か
さ
れ
て
な
い
。
新
年
度

を
迎
え
る
に
当
た
っ
て
、
利
用

促
進
策
を
ど
う
検
討
し
て
い
る

の
か
。

都
市
整
備
部
長

宣
伝
が
不
足

し
て
い
た
の
で
、
広
報
や
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
り
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
た
り

し
て
Ｐ
Ｒ
に
力
を
入
れ
た
い
。

今
ま
で
は
市
内
の
設
計
事
務
所

に
限
定
し
て
い
た
が
、
平
成
１８

年
度
か
ら
市
外
の
業
者
も
認
め

る
こ
と
に
し
た
。
相
談
者
に
図

面
を
持
参
し
て
い
た
だ
き
、
パ

ソ
コ
ン
を
利
用
し
た
「
簡
易
耐

震
診
断
」
を
職
員
が
実
施
し
、

改
修
の
目
安
に
し
て
も
ら
う
こ

と
も
考
え
て
い
き
た
い
。

議
員

耐
震
診
断
補
助
制
度
の

対
象
が
１８
年
度
か
ら
共
同
住
宅

に
も
拡
大
さ
れ
る
が
、
昭
和
５６

年
以
前
の
建
物
に
限
定
し
て
い

る
制
限
を
な
く
す
べ
き
で
は
。

都
市
整
備
部
長

当
面
は
昭
和

５６
年
以
前
の
建
物
に
限
定
し
た

い
。
し
か
し
、
国
は
１０
年
後
に

耐
震
化
率
を
９０
％
に
引
き
上
げ

る
目
標
を
打
ち
出
し
た
。
国
は

県
に
耐
震
化
計
画
の
策
定
を
義

務
付
け
て
い
る
。
こ
う
し
た
国
・

県
の
動
向
を
見
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
た
い
。

議
員

公
共
工
事
等
に
お
い
て
、

末
端
の
労
働
者
の
生
活
を
守
る

た
め
、
条
例
で
賃
金
の
最
低
基

準
を
定
め
る
公
契
約
条
例
を
制

定
し
て
は
ど
う
か
。

総
務
部
長

地
方
公
共
団
体
が

発
注
す
る
建
設
工
事
や
業
務
委

託
等
に
お
け
る
賃
金
、
労
働
時

間
等
は
雇
用
者
と
被
雇
用
者
の

間
で
決
定
す
べ
き
事
項
で
あ
る

の
で
公
契
約
条
例
は
考
え
て
い

な
い
が
、
労
働
基
準
法
や
県
の

積
算
賃
金
が
守
ら
れ
る
よ
う
指

導
を
強
め
た
い
。

駐
車
ス
ペ
ー
ス
と
屋
根
の
設
置
。

総
務
部
長

漓
エ
ス
カ
レ
ー
タ

ー
設
置
に
は
多
く
の
問
題
を
ク

リ
ア
す
る
必
要
が
あ
る
。
改
修

の
経
費
を
思
慮
す
る
と
、
厳
し

い
状
況
と
考
え
る
。
滷
市
民
に

わ
か
り
や
す
い
案
内
板
へ
改
善

し
た
い
。
澆
景
観
や
設
置
方
法

な
ど
、
今
後
調
査
・
検
討
す
る
。

潺
庁
舎
東
側
に
駐
車
ス
ペ
ー
ス

を
増
設
中
で
あ
る
。
潸
事
故
防

止
と
安
全
な
誘
導
を
行
う
た

め
、
警
備
員
を
配
置
し
て
い
る
。

歩
車
道
表
示
は
平
成
１６
年
度
に

実
施
し
て
お
り
、
カ
ラ
ー
舗
装

は
今
後
の
課
題
と
す
る
。

福
祉
部
長

澁
市
の
管
理
施
設

は
障
害
者
専
用
駐
車
場
を
、
現

在
、
ほ
ぼ
設
置
し
て
い
る
が
、

一
部
未
設
置
の
施
設
も
設
置
を

し
て
い
く
。
ま
た
、
屋
根
に
つ

い
て
は
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

議
員

転
入
転
出
の
引
越
し
の

際
、
日
曜
日
の
粗
大
ご
み
の
収

集
が
あ
れ
ば
、
引
越
し
時
に
処

理
が
で
き
る
の
で
大
変
便
利
で

あ
り
、
不
法
投
棄
も
減
少
す
る

の
で
は
な
い
か
。

市
民
生
活
部
長

粗
大
ご
み
置

き
場
確
保
の
問
題
が
生
じ
、
経

費
的
に
も
増
大
す
る
の
で
、
今

は
難
し
い
こ
と
と
考
え
る
。

議
員

美
谷
本
小
学
校
児
童
の

通
学
路
で
あ
る
新
大
宮
バ
イ
パ

ス
歩
道
橋
を
改
修
し
て
ほ
し
い
。

都
市
整
備
部
長

児
童
が
安
全

に
通
行
で
き
る
よ
う
道
路
管
理

者
に
要
望
し
て
い
き
た
い
。
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望月　久晴　議員�

耐震診断補助制度の�
　　　利用促進対策は�

議
員

多
数
の
方
が
訪
れ
利
用

さ
れ
る
市
庁
舎
や
公
共
施
設
は
、

誰
に
と
っ
て
も
快
適
な
施
設
整

備
へ
改
善
し
て
ほ
し
い
。
漓
２

階
正
面
玄
関
入
口
ま
で
の
エ
ス

カ
レ
ー
タ
ー
を
設
置
。
滷
現
在

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ま
で
の
誘
導

案
内
板
の
改
善
。
澆
障
害
者
対

応
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
屋
根
の
設

置
。
潺
庁
舎
東
側
入
口
に
障
害

者
対
応
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
増

設
。
潸
庁
舎
入
口
に
障
害
者
駐

車
の
誘
導
の
路
面
表
示
と
カ
ラ

ー
で
区
別
し
た
歩
車
道
表
示
の

設
置
。
澁
福
祉
セ
ン
タ
ー
等
の

公
共
施
設
に
も
障
害
者
対
応
の

議
員

教
育
委
員
会
が
提
唱
し

た「
玄
関
灯
を
遅
く
ま
で
つ
け

る
」
は
、
地
域
防
犯
に
も
効
果

が
あ
る
と
考
え
る
。
さ
ら
に
広

め
る
手
立
て
は
。

教
育
部
長

玄
関
灯
の
点

灯
も
含
め
、
子
ど
も
た
ち

の
安
全
確
保
に
地
域
ぐ
る

み
の
協
力
が
得
ら
れ
る
よ

う
努
力
し
た
い
。

議
員

夜
間
、
無
灯
火
で

走
る
自
転
車
が
多
く
危
険

だ
。
点
灯
は
事
故
防
止
だ

け
で
な
く
、
街
全
体
の
雰

囲
気
を
よ
く
し
、
安
全
・
安
心

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
と

考
え
る
。
灯
火
の
実
効
性
を
高

め
る
た
め
一
声
運
動
を
提
案
し

た
い
。
さ
し
あ
た
り
市
内
３
駅

の
駐
輪
場
か
ら
始
め
ら
れ
な
い

か
。

市
民
生
活
部
長

な
お
一
層
の

灯
火
促
進
を
図
る
た
め
、
一
声

運
動
の
実
施
を
考
え
る
。

議
員

民
間
駐
車
場
は
防
犯
灯

の
な
い
所
が
多
く
、
夜
道
を
歩

く
人
に
不
安
を
与
え
、
ま
た
、

車
上
荒
ら
し
が
横
行
す
る
原
因

と
も
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
は
漓

市
の
民
間
駐
車
場
助
成
制
度
に

お
い
て
、
滷
土
地
開
発
公
社
が

不
動
産
業
者
を
経
由
し
て
民
間

駐
車
場
と
し
て
い
る
も
の
に
つ

い
て
、
防
犯
灯
整
備
を
行
う
べ

き
で
は
な
い
か
。

市
民
生
活
部
長

漓
制
度
運
営

に
当
た
り
、
防
犯
灯
設
置
の
協

力
を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
る
。

都
市
整
備
部
長

滷
暫
定
利
用

の
た
め
契
約
が
１
年
間
で
あ
り
、

防
犯
灯
の
設
備
が
し
に
く
い
実

情
が
あ
る
。
契
約
条
項
等
の
見

直
し
を
行
い
、
不
安
な
場
所
の

解
消
に
努
め
た
い
。

議
員

分
譲
住
宅
の
中
に
つ
く

ら
れ
る
道
路
に
防
犯
灯
が
整
備

さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
見
受
け

ら
れ
る
。
本
来
的
に
は
開
発
業

者
の
責
務
と
考
え
る
が
、
特
に

５
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の

開
発
行
為
に
つ
い
て
は
、
法
律
、

条
例
で
防
犯
灯
設
置
を
指
導
す

べ
き
で
は
。

都
市
整
備
部
長

現
行
法
令
に

お
い
て
防
犯
灯
設
置
を
義
務
付

け
る
こ
と
は
難
し
い
。
な
お
、

道
路
管
理
者
が
防
犯
灯
設
置
基

準
に
基
づ
き
指
導
し
、
設
置
さ

れ
て
い
る
。

議
員

現
行
法
令
で
難
し
い
な

ら
ば
、
宅
地
開
発
指
導
要
綱
を

さ
ら
に
整
備
し
、
周
辺
住
民
の

安
全
と
市
の
経
済
性
に
か
な
う

適
切
な
指
導
を
要
望
す
る
。

奨学資金受給対象�
�
　　市外転出者�

公共施設跡地�

耐震診断補助制度�

市は率先して暗い夜道、暗い夜道、�
　　不安な場所の解消を�

パブリック・コメント�

�
　安全確保　充実�

戸田橋花火大会�

細井　幸雄　議員�

　　　　　　暗い夜道、�
　　不安な場所の解消�

議
員

戸
田
の
文
化
は
何
か
、

住
民
、
企
業
、
市
民
等
で
歴
史
、

資
源
、
人
を
再
発
見
、
再
評
価

し
、
創
造
環
境
を
整
え
る
こ
と

が
必
要
。
取
組
の
一
つ
「
戸
田

人
材
の
森
」
の
進
捗
状
況
は
。

教
育
長

登
録
者
が
講
座
を
企

画
し
、
選
定
委
員
会
で
審
議
後

１４
講
座
が
公
開
講
座
と
し
て
実

施
し
、
１
７
８
名
の
受
講
者
あ

り
。
平
成
１８
年
度
も
実
施
予
定
。

議
員

受
講
の
仕
組
み
を
ポ
イ

ン
ト
制
や
単
位
制
の
検
討
を
。

市
民
と
の
協
働
で
文
化
芸
術
振

興
条
例
を
策
定
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
長

国
の
「
文
化
芸
術
振

興
基
本
法
」
の
施
行
後
、
条
例

制
定
の
自
治
体
が
増
え
て
お
り
、

文
化
芸
術
振
興
は
経
済
情
勢
に

左
右
さ
れ
が
ち
な
こ
と
か
ら
、

条
例
の
存
在
は
施
策
を
継
続
で

き
重
要
。
市
民
の
主
体
性
を
尊

重
し
、
ど
の
よ
う
な
立
場
で
取

り
組
ん
で
い
く
か
検
討
し
た
い
。

議
員

条
例
を
き
っ
か
け
に
文

化
と
は
何
か
、
皆
で
話
し
合
い
、

住
み
た
い
ま
ち
に
つ
な
が
る
こ

と
が
大
事
。
条
例
制
定
の
自
治

体
で
は
、
制
定
前
に
、
組
織
改

正
が
行
わ
れ
て
い
る
が
。
ま
た
、

基
本
法
第
４
条
に
つ
い
て
、
市

長
部
局
と
し
て
の
考
え
方
も
あ

わ
せ
て
伺
う
。

教
育
長

市
民
の
文
化

芸
術
の
活
動
が
活
発
に

な
る
よ
う
な
方
向
性
を
、

財
団
法
人
と
と
も
に
位

置
付
け
の
検
討
も
必
要

で
あ
る
。

総
務
部
長

文
化
芸
術

は
、
文
化
行
政
の
重
要

な
一
つ
と
し
て
と
ら
え
、

文
化
会
館
を
拠
点
に
推

進
し
、
あ
わ
せ
て
基
本

法
の
内
容
を
考
慮
し
、
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斎
藤
　
直
子
　

議
員�

文
化
行
政
は
総
合
行
政
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
関
係
部
署
と
調
整

し
、
進
め
て
い
き
た
い
。

議
員

文
化
芸
術
振
興
基
金
を

設
置
し
て
は
。
学
校
の
楽
器
購

入
や
指
導
者
の
派
遣
、
大
会
出

場
援
助
等
の
様
々
な
利
用
が
考

え
ら
れ
る
と
思
う
が
。
競
艇
の

分
配
金
を
財
源
に
し
た
り
、
市

民
メ
セ
ナ
基
金
等
、
企
業
や
市

民
か
ら
の
寄
付
を
募
っ
た
り
等

工
夫
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る

の
で
検
討
を
。

教
育
長

財
源
確
保
は
重
要
だ

が
、
基
金
の
機
能
か
ら
考
え
る

と
、
現
行
の
金
利
か
ら
事
業
支

援
の
継
続
性
を
求
め
る
期
待
は

低
く
、
多
様
な
財
源
を
想
定
し

た
基
金
等
を
研
究
し
た
い
。

粗
大
ご
み
の
日
曜
日
収

集
を

安
全
な
歩
道
橋
へ
の
改

善
を

公
契
約
条
例
の
制
定
を

▲夜間の安全・安心のために駐車場に防犯灯整備を

▲ 文化会館を拠点に文化芸術の振興を

▲ 2階正面玄関にエスカレーターを

▲耐震診断補助制度をご利用ください


